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国際ロータリー第２７００地区行橋みやこロータリークラブ

【会長の時間】
みなさん、こんにちは。

今日は暑い、暑いと言い

ながら、冷房の中ではな

くて平尾台に沈む夕日を

見ながらの楽しい例会で

す。私もリラックスした

環境でのこの例会を毎回

楽しみにしています。

（もしかして雨だったらごめんなさい）

さてロータリークラブは世界中に 36,945 クラブあり

まして、約１ 2 ０万人が登録しています。そして存

命ではないのですが、最も有名なロータリアンは皆

様ご存知のケンタッキーフライドチキンの創始者で

あるカーネギー・サンダース氏です。さらにウォル

ト・ディズニー、シュバイツァー博士、ルイビトン

氏、トーマス・エジソン氏で、そしてマッカーサー

連合軍元帥や宇宙飛行士のアームストロング船長、

鉄の女で有名なイギリスのサッチャー首相などがお

られました。特に歴代アメリカ大統領の多くにロー

タリアンがいます。もちろん大統領になって加入し

たのではなく、大統領になる前からロータリアンで

した。最近では、マイクロソフトを立ち上げたビル

ゲイツ氏がいます、多額のポリオ献金をしていただ

きました。日本に目を移すと現在、日本では 2,224

のロータリークラブがあり、83,855 人のロータリア

ンが在籍しています。日本のロータリアンでも世界

的規模の経営者が多数います。その中では、松下幸

之助氏が最も有名です、藤山一郎氏、茶道裏千家家

元の千玄室氏、俳優では司洋子さん、宝田明さんも

ロータリアンでした。もちろんこの 2700 地区のロー

タリアンの中にも身近な有名人がいらっしゃいます。

私たちロータリアンはクラブを通して、さまざまな

分野の人と交わるチャンスがあります。またそれぞ

れのクラブ毎に卓話があり、貴重な話、専門的な話

をメーキャップの料金で聞くことが可能です。他ク

ラブのホームページを検索すると卓話者とその内容

を載せてあります。かなり勉強になりますので是非

ともご活用ください。私は数年前に帝国ホテルで例

会を開いている「東京ロータリークラブ」でメーキャッ

プをしてきました。1920 年設立し初代会長が米山梅

吉氏の歴史ある東京ロータリークラブなので、食事

をするときに緊張で手が震えた記憶があります。隣

の席には有名大学の医学博士が座っていましたが、

とても気さくに声をかけて頂き、ほっとしました。

このようにロータリークラブのメリットを生かした

●創 立・・・1984年4月3日
●例会日･･･水曜日（12：30～13：30）
●例会場･･･みやこホテル Tel ０９３０-２３-１８００ 行橋市宮市町９－１８
●事務局･･･ 〒824-0005 行橋市中央１丁目９－５０(行橋商工会議所 別館１階）

TEL０９３０-２５-０６５５ FAX０９３０-２５-５７００ E-mail：info@ym-rotary.club

◆開 会 「点鐘」
◆ロータリーソング「我らの生業」
◆お客様・ビジターご紹介
◆会長挨拶
◆幹事報告・委員会報告
◆親睦夜間例会(ビアガーデン)
◆ニコニコＢＯＸ
◆閉 会 「点鐘」

【ロータリーの誕生】
20世紀初頭のシカゴの街は著しい社会経済の発展の陰で、商業
道徳の欠如が目につくようになっていました。ちょうどそのころ、ここ
に事務所を構えていた青年弁護士ポール・ハリスはこの風潮に堪
えかね、友人3人と語らってお互いの信頼の出来る公正な取引をし、
仕事上の付き合いがそのまま親友関係にまで発展するような仲間
を増やしたいという趣旨でロータリークラブという会合を考えました

７ 月本 日 の プ ロ グ ラ ム

「ロータリー、継続活動と変化」
2022‐2023年度 第2700地区

ガバナー 西島英利

“強い絆で、祈る平和”
2022‐2023年度 行橋みやこRC

会長 山田千恵

●会 長 ・・・・・・・ 山田千恵
●副 会 長 ・・・・・・・ 石田之茂
●幹 事 ・・・・・・・ 原田和博
●会報雑誌委員長・・・長尾浩央
●URL : https://ym-rotary.club

◆7月27日(水) 米山記念奨学委員会

◆8月 3日(水) 会員増強委員会

◆8月10日(水) 国際奉仕委員会
◆8月17日(水) 休会

◆8月24日(水)野村ガバナー補佐クラブ協議会

◆8月30日(火)西島ガバナー公式訪問

◆9月 7日(水)クラブ協議会

例 会 予 定

会員数：５３名 メークアップ： １名
欠席者：１７名 出席率６７.９２％

お客様：屛 正隆Ｒ(苅田RC)

渡邊 剛Ｒ(苅田RC)

竹本一美R（5日）・有門信芳R（9日）
村上哲二R (15日)・上垣正己Ｒ(16日)
西村真人Ｒ(17日)

細川智子様( 7日)・大鶴美和様(17日)

柏木靖子様(22日)・平石アヤ様(23日)

出 席 報 告 ７ 月 の お 誕 生 日
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四 つ の テ ス ト
言 行 は こ れ に 照 ら し て か ら

1 、 真 実 か ど う か
2 、 み ん な に 公 平 か
3 、 好 意 と 友 情 を 深 め る か
4 、 み ん な の た め に な る か ど う か

近 隣 Ｒ ・ Ｃ へ の メ ー ク ア ッ プ の ご 案 内
月 曜 日 ･ ･ 小 倉 中 央 Ｒ .Ｃ 「 リ ー ガ ロ イ ヤ ル ホ テ ル 小 倉」
火 曜 日 ･ ･ 行 橋 Ｒ .Ｃ 「 み や こ ホ テ ル 」
火 曜 日 ･ ･ 小 倉 南 Ｒ .Ｃ 「 リ ー ガ ロ イ ヤ ル ホ テ ル 小 倉」
水 曜 日 ･ ･ 田 川 Ｒ .Ｃ 「 ザ ・ ブ リ テ ィ ッ シ ュ ヒ ル ズ 」
水 曜 日 ･ ･ 小 倉 東 Ｒ .Ｃ 「 ス テ ー シ ョ ン ホ テ ル 小 倉 」
木 曜 日 ･ ･ 豊 前 Ｒ .Ｃ 「 ニ ュ ー い ず み 」
木 曜 日 ･ ･ 苅 田 Ｒ .Ｃ 「 ブ ル ー ポ ー ト ホ テ ル 」
金 曜 日 ･ ･ 小 倉 Ｒ .Ｃ 「 リ ー ガ ロ イ ヤ ル ホ テ ル 小 倉」

金 曜 日 ･ ･ 豊 前 西 Ｒ .Ｃ 「 築 上 町 リ サ イ ク ル プ ラ ザ 」

長期計画委員会 委員長 西村 勝Ｒ

半年間の当「行橋みやこＲＣ」

の5年後、10年後のあるべき姿の

アンケート調査を行ってきまし

た。今年度、具体的に奉仕内容

等を委員会及び、各委員と話合

いながら、より具体的に進めて行きたいと思います。

又、地区が力を入れている勉強会も情報委員会と協

力しながら進めて行きたいと思います。

第2700地区米山記念奨学地区委員 西村 勝Ｒ

地区の米山記念奨学委員としては、地区の委員会活

動内容を当クラブにさらに伝えつつ、多くの寄付金

を募り、活発な活動ができるよう頑張りたいと思い

ます。来期は新しい地区の委員を出すために当クラ

ブとして米山の適任者を育てて行きたいと思います。

第2700地区ロータリー情報地区委員 松山貞徳Ｒ

地区の委員会に行き出しまして、

本年度で3年目になります。

過去２年間も委員会や研修等が

開催された際には全て出席をし

てきましたので、本年度も地区

の委員会や研修等が開催される際には、出来る限り

出席をしまして情報や資料をしっかりとクラブに持

ち帰りたいと思っています。

第2700地区ロータリー財団地区委員 村上哲二Ｒ

今年度も地区委員を務めます。

皆さんにロータリー財団を理解

してもらい支援して頂くよう頑

張ります。

第2700地区社会奉仕地区委員 松井明男Ｒ

今週秋に、第１グループの社会
奉仕委員長と会長幹事を呼んで、
社会奉仕における、各クラブで
取り組んでいる行事や困ってい
る事などの、情報交換を行いた
い。2700地区の

各グループが行っている社会奉仕活
動のアンケートを送って、一覧表を
作ります。作った一覧表を皆に共有
します。

ニコニコBOX

７月13日の合計16，000円

累 計49，000 円

ニコニコＢＯＸ
山田千恵Ｒ：苅田ＲＣの屏様、渡邊様、当クラブにお

越し頂き有難うございます。米山功労賞の表彰おめ

でとうございます。

原田和博Ｒ：屏様、渡邊様、本日はありがとうござい

ました。役員、委員長の皆様、１年間よろしくお願い

いたします。

秋吉憲治Ｒ：山田会長年度が始まりました。理事、各

委員長の皆様１年間頑張って下さい。期待していま

す。

有門功太郎Ｒ：苅田ＲＣの屏様、渡邊様、メイクアップ

ありがとうございました。

石田之茂Ｒ：委員長の皆様、１年間よろしくお願いい

たします。ニコニコします。

上野優二Ｒ：米山記念奨学のご支援、宜しくお願い

致します。

緒方正憲Ｒ：各委員長の皆様１年間頑張って下さい。

二十二豊Ｒ：地区委員、頑張ります。

友住優介Ｒ：一皮むけた男になれるように、頑張りた

いです。

西村真人Ｒ：各委員長の皆様１年間頑張って下さい。

西村 勝Ｒ：日々、忙しい果樹園の作業に汗を流して

います。

松山貞徳Ｒ：各委員会委員長の皆様１年間頑張って

下さい。

村上哲二Ｒ：ロータリー財団のご支援を宜しくお願い

致します。

安永結美Ｒ：親睦委員会、全員で盛り上げて参ります。

宜しくお願い致します。

屛 正隆Ｒ：本日はお邪魔致しました。ありがとうござ

いました。行橋みやこＲＣ様の発展を祈念致します。

(苅田ＲＣ)

渡邊 剛Ｒ：久しぶりに行橋みやこＲＣの例会に参加

出来て嬉しいです。(苅田ＲＣ)
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ロータリーの楽しみ方の1つにメーキャップがありま
す。出席率の穴埋めではないメーキャップにチャレン
ジしてみてはどうでしょう。すごい業績を残した方々、
あるいは未来において著名になりうる人との交流が自
身の可能性を広くするかもしれません。名刺交換して
著名人の名刺をたくさん集めるのもありかもしれませ
ん。そしてどこへ行くにもロータリーバッジを胸に付
けていくことをお勧めします。私の経験を言いますと、
小倉の繁華街でお酒と美味しい和食を楽しんでいた時
のことです、数名の方で、顔も知らないけれど、ロー
タリーバッジでロータリアンだとわかり声をかけたと
ころ、何気に、お酒と会話をみなさんと一緒に楽しむ
ことができました。ロータリーの神髄は「親睦と奉仕」
と言われます。今日は山田年度の初の夜間例会です。
前年度の内田前会長と村上前幹事、そして松井前SAA
のご苦労を慰労して親睦を深めた楽しい会になること
を祈念いたします。以上山田でした。

【幹事報告】
①今年初盆の方がおりましたら
事務局までお知らせ下さい。
②本日の週報に今期の予算書を
お入れしています。ご確認の上、
質問等がありましたら会計もし
くは幹事までお願い致します。

【本日のお客様】
苅田ロータリークラブよ
り屛 正隆Ｒと渡邊 剛Ｒ
がお見えです。
ようこそお越し下さいま
した。有難うございます。

【委員会報告】
米山記念奨学委員会
米山功労賞のご紹介
村上Ｒに第1回米山功労賞
松山Ｒに第2回米山功労賞の
感謝状が来ています。今後共、
宜しくお願い致します。

会報雑誌委員長
委員会報告、本日発表する年間
活動方針は次週の会報に載りま
す。報告や発言された方々はメー
ルで事務局に送るか、中村さん
が持っているメモに記入のうえ、
ご提出下さい。

親睦委員会
10月1～2日と一泊二日で親睦旅
行を開催します。飯塚ザ・リト
リートにてグランピングを現地
集合、現地解散で気軽に手ぶら
で体験できます。夜はバーベキュー
で飲んで食べて語って、会員さん同士の友好を深め合
える親睦旅行です。沢山の参加をお待ちしています。

【本日のプログラム】
クラブ協議会

各委員長・地区委員挨拶

進行 会長 山田千恵Ｒ

親睦委員会 委員長 安永結美Ｒ
会員同士が親睦活動に参加する
ことで、より絆を深め例会を楽
しみに思えるような活動を目指
したいと思います。

プログラム委員会 委員長 二十二豊Ｒ
プログラム編成はクラブ運営の

基盤であり、有意義な内容であ

るべきだ。魅力あるプログラム

が、出席率の向上と退会防止に

も寄与すると考える。内部卓話

では会員同士の職業的専門知識

やアイデアに学び、外部卓話では講師の多様な視点に

学び、さらなるロータリー活動の向上に繋げていきた

い。「強い絆で、祈る平和」という会長方針のもと、

興味深い例会を通して、活気あるロータリアンとして、

お互いに成長しあえるプログラム編成をめざす。上の

活動方針にて、精一杯務めさせていただきます。

第2700地区ＤＸ推進委員 二十二豊Ｒ

今年度より地区に新たに設けら
れたDX推進委員会の委員に選任
されました。DXとはDigital Tra
nsformation「デジタルトランス
フォーメーション」の略で、IT
技術を浸透させ、人々の生活を
より良いものへ改革させるという概念です。地区にお
いては、各クラブがデジタル技術をとおしして、ロー
タリー活動を活性化して行くことを目的とします。具
体的には、すでにZoomアカウントが地区内各グループ
にひとつずつ割り当てられました。リモートや対面も
合わせたハイブリッド例会・理事会等各種会議がすぐ
にでも実現できるようになっています。第一グループ
は小職がZoomの管理を任されました。利用されたい場
合はすぐに対応できるようにしております。あらため
て気を引き締め、地区委員を務めさせていただきます。

出席奨励委員会 委員長 大鶴修二郎Ｒ

ロータリーの基本的特徴として、「会員身分を継続す

るために、少なくとも所定回数は、クラブ例会に出席

しなければならない。」と書かれています。しなけれ

ばならないではなく、したいと思える事が大切ではな

いでしょうか。奨励とは人に強く奨めることです。ま

ずは会員の皆様に出席を強く奨めます。出席しなけれ

ば例会を楽しむことや親睦を深めることは叶いません。

私自身、少しでも多くの例会や事業に参加できるよう

スケジュール管理を行おうと思います。
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ロータリー情報会員研修委員 会委員長 田渕哲朗Ｒ
昨今のロータリーは様々な変化を
しており、会員はその対応に追わ
れている。ロータリーの新会員や
歴の浅い会員に対する情報研修は
もちろん必要であるが、長くいる
会員にもこういった変化に対する

フォローが必要と考える。そこで今年度は、研修の
対象を行橋みやこロータリークラブ会員全員とし、
コロナ等の影響で希薄になった委員会同士の横のつ
ながりや、プログラムの充実に向け研修を利用して
それぞれの委員会事業の充実を図ることで、全会員
の会員強に努めたい。
会員増強委員会 委員長 藤原妃呂Ｒ

コロナ禍中という事もあり、十分
なコミュニケーションが取る事が
出来ずに、減少してしまった行橋
みやこRCを再度盛り上げるために
も、私の年度では、近隣地域で活
躍されている方や女性を中心に入

会を促し、当ロータリークラブは若く活気あるクラ
ブとしても認知されるよう働きかけたいと思ってい
ます。また新会員を早く当クラブに馴染めるよう、
積極的にコミュニケーションを取っていきたいと考
えています。
広報公共イメージ委員会 委員長 金澤 隆Ｒ

オープンロータリーを活用して他
の委員会にも協力してもらい当ク
ラブの広報をして行きます。

会報雑誌委員会 委員長 長尾浩央Ｒ
会の現状、活動記録、運営方針な
どを例年通り分かりやすい週報作
りに努めます。
同時に新しく出来る事を委員会で
模索して参ります。

職業奉仕委員会 委員長 平石正信Ｒ
職業奉仕って 何が？どこまでが当てはまるのか？
考えれば考えるほど答えが遠くなって。例えば仕事
を通じて何処かに寄付すると社会奉仕になるし、ゴ
ミ拾いも、きっと社会奉仕だし、それが海外だと国
際奉仕になると思うし…
職業奉仕委員には前年度委員長の山本ロータリアン・
数年-地区の職業奉仕委員を務めておられる工藤ロー
タリアン・ガバナー補佐を経験された田中ロータリ
アンと心強い味方が居ますので お力を借りながら
当委員会は全委員参加型で1年間やってまいります
社会奉仕委員会 委員長 竹下元氣Ｒ
今年の活動として例年取り組んでいる献血活動、築
城特別支援学校における支援事業を考えています。
内容としては、年に1回の献血活動にて、多くの参加
をいただけるように促進活動を行います。適性検査
による診断、メンタルヘルスケア等の支援事業を計
画しています。昨年行われた、ロータリー奉仕デー
が今年も行われる方向なので、その時にどのような

活動を行うか検討します。行橋市及び近郊地域にど
のような社会奉仕活動が求められているか探し出し、
ニーズに対応できる活動を行っていきます。
国際奉仕委員会 委員長 田中聰樹Ｒ
第2700地区国際奉仕地区委員 田中聰樹Ｒ

国際奉仕委員会はここ５年くら

いの間にWCS---ICS---国際奉仕

委員会と名前を変えて来ました

が。国際奉仕については海外の

奉仕活動の為コロナ禍では何も

出来ていません。また地区の動

きも財団の傘下のような状態でかなり活動方針が変

わっていると思い、クラブの地区委員に何度も地区

の委員会に参加したら戻ってクラブ内で皆さんの前

で説明してほしいと言い続けたがここ２代の地区委

員は地区の委員会にも参加せず無視されたし、ロー

タリーを辞めてしまって何の情報もありません。私

は会員に出来るだけ地区委員になって地区の情報を

知ることが真のロータリーを知る方法だと説いてき

ました、やる気もなく地区委員の名前が欲しいだけ

の人は地区委員になると手を上げないでください。

会議に出れない人も地区の委員に手を上げないで下

さい。厳しい言葉ですがロータリーには不遜は許さ

れません。

青少年奉仕・ＲＡ委員会 委員長 岡﨑慎一Ｒ

今期、青少年ローターアクト委

員会の活動内容としまして、例

年通り周防灘ロータリー野球大

会、青少年表彰を計画していま

す。またローターアクトは人数

が少なく、アクトメンバーの負担が大きい課題があ

ります。一人一人の負担を減らす為には、人を増や

す事が大事になります。良い方が居ましたらお声掛

けを宜しくお願い致します。委員会で一年間、責任

感を持って進めて行きますので、ご協力の程宜しく

お願い致します。

ロータリー財団委員会 委員長 山本道治Ｒ

ロータリー財団の一番の役割は

寄付金をお願いをする事です。

しかしながら近年多くのメンバー

の方にご理解、ご協力を頂いて

おり仕事が無いのでは思いまし

たが、それに甘んずる事無く委員会で寄付金がどの

様に使われているのか勉強し会員の皆様へ説明させ

ていただく事で更なるご理解、ご協力を頂けるよう

活動していきます。

米山記念奨学委員会 委員長 上野優二Ｒ

ロータリー米山記念奨学会は、

将来日本と奨学生の母国との架

け橋となり国際社会で活躍する、

優秀で熱意のある留学生の支援

を行い、互いの国の文化や習慣

の違いを理解して学業に専念できる様に活動します。


